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3 森林認証概論（含実習）　[Introduction to Forest Certification (incluging practical work)] 1

１．持続可能な森林管理の具体例を述べることができる。

２．森林認証制度成立の歴史的背景を説明できる。

３．森林認証制度の基準・指標について説明できる。

４．異なる森林認証制度を比較分析することができる。

　  担当教員（責任）［ローマ字表記］

山田容三　[ YAMADA Yozo ]

　  担当教員［ローマ字表記］

山田容三　[ YAMADA Yozo ]、内子町森林組合小田支所職員

　 　授業題目（必須入力）

森林認証概論　[Introduction to Forest Certification]

　   授業のキーワード（必須入力）

持続可能な森林管理（Sustainable Forest Management）、FSC森林認証（Forest Stewardship Council）、

ＰＥＦＣ森林認証プログラム（Programme for the Ｅndorsement of Forest Certification Schemes）、緑の

循環認証会議（Sustainable Green Ecosystem Council）

　   授業の目的（必須入力）

世界的に注目されている持続可能な森林管理という概念について学び、その実効的な取り組みとしての

森林認証制度について理解する。

　 　授業の到達目標（必須入力）

　 　授業概要（必須入力）

世界的な課題である持続可能な森林管理の実現に向けた方策の一つに森林認証制がある。この授業

では、森林認証制度発足の歴史的経緯から我が国における認証林の拡大、森林認証の制度と組織、認

証を受ける林業経営体に求められる経済的・社会的・環境的な具体内容、認証制度の影響力等につい

て、FSC、ＰＥＦＣ、ＳＧＥＣ各制度の比較検討を交えながら学習する。

　 　授業スケジュール（必須入力）

第１回 世界と日本における林業の現状

第２回 持続可能な森林管理

第３回 森林認証制度の歴史

第４回 ＦＳＣ森林認証の特徴と基準・指標

第５回 ＰＥＦＣとＳＧＥＣ

第６回 認証取得の先進事例（実習）

第７回 森林認証制度の比較分析

第８回 総括と期末試験

　 　授業時間外学習にかかわる情報（必須入力）

読書レポートを課します。

講義2日目のディベートに向けたチーム学習が必要です。

　 　成績評価方法（必須入力）

授業中の参加態度：30％、レポート：30％、ディベート：４0%

　 　受講条件（任意入力）

森林の管理に関わる基礎的な学習履歴が望ましい。具体的には，以下のような科目である。

森林政策学、比較林業論、造林学、森林科学Ⅰ・Ⅱ

　 　受講のルール（任意入力）



授業中のディスカッションに積極的に参加すること。



2008

2008

参考書4

書名

フェアウッド

ＩＳＢＮ

著者名

国際環境NGO FoE Japan，

地球・人間環境フォーラム

出版社

日本林業調査会

参考書3

書名

現代森林政策学

ＩＳＢＮ

出版年

著者名

遠藤日雄 編著

出版社

日本林業調査会

出版年

2011

参考書2

書名

日本林業はよみがえる

ＩＳＢＮ

著者名

梶山恵司

出版社

日本経済新聞社

出版年

　 　教科書　（購入する必要のある図書） （必須入力）

書名

特になし

ＩＳＢＮ

著者名 出版社 出版年

教科書2

書名 ＩＳＢＮ

著者名 出版社

教科書1

2002

出版年

　 　参考書　（購入する必要はないが，推奨する図書）（必須入力）

参考書1

書名

森林ビジネス革命

ＩＳＢＮ

出版年

著者名

M.Jenkins・E..Smith著、

大田伊久雄・梶原晃・白石則彦

編訳

出版社

築地書館

出版年

ＩＳＢＮ

2007

　 　教科書・参考書に関する補足情報（必須入力）

各森林認証制度の基準・指標はWeb上で入手可能なので、各自で入手し目を通しておくこと。

　 　オフィスアワー（必須入力）

集中講義時

参考書5

書名

ウッドマイルズ：地元の木を使うこれだけの理由

　 　その他（任意入力）

ウッドマイルズ研究会

出版社

農山漁村文化協会

　 　連絡先（必須入力）

yamada.yozo.fi@ehime-u.ac.jp

　 　参照ホームページ（任意入力）

著者名


